
令和4年度 知的財産権制度活用優良企業等表彰

知財功労賞　特許庁長官表彰

●「一商品一知財」をスローガンに掲げ、技術・開発会議や若手中心の統合技術会議において、技術責
任者が問いかけを行いながら差別化ポイントや新規性の検討などを行って知的財産を発掘している。
発掘された知的財産ついては、月1回の経営動向会議においてそれらの結果を総合的に勘案して出願
するかどうかを判断している。

●生産設備の中に組み込まれ侵害の判別が困難な製品については、特許出願を行わず、先使用権を確保
する対応を行っている。一方、要素部品として販売する製品については、積極的に特許取得を行って
いる。 

●模倣品対策としては、特許権よりも外観で判断できる意匠権を活用している。また、装置の一部をブ
ラックボックス化する等の取組も行っている。権利侵害があれば警告を行ってきたこともあり、近年
では権利侵害の事案が減ってきている。

アイセル株式会社
知財活用企業（特許）

受賞のポイント

企業概要
大阪府大阪市中央区博労町三丁目5番1号
御堂筋グランタワー15階 
1975年 
98百万円 
111人 
FA関連機器、プレス関連機器、精密直動機器、シャッター関連機
器などの産業機器製造。塑性加工・溶接技術を活かしたベンディ
ングロール機器の製造 

所 在 地：

設　　立：
資 本 金：
従 業 員：
事業概要：

https://isel.jp/

ディスクカップリング
マシンシャッターシステム

ミリオンガイド

代表取締役　望月　貴司


